
船舶事故調査報告書 

令和６年８月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和４年１２月２５日 ２０時３５分ごろ 

発生場所 大分県津久見市日代
ひ じ ろ

漁港 

 日代港日見北防波堤灯台から真方位０６２°９００ｍ付近 

 （概位 北緯３３°０４.３′ 東経１３１°５５.２′） 

事故の概要 プレジャーボート鶚
みさご

丸は、南進中、浅瀬に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和５年３月１３日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 鶚丸、０.４トン 

２９４－１６９３７大分、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 船首部船底に破口及び擦過傷等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ６、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 高潮期 

津久見市には、１２月２１日０３時４２分に強風注意報が、２５日

０４時４５分に波浪注意報がそれぞれ発表され、本事故当時も継続中

であった。 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者１人を乗せ、強い北西風を

受けながら網代島北東方沖を南西進中、同島北東方沖の水上岩付近に

拡延する浅所に乗り揚げた。 

本船は乗り揚げた後、波を受けて転覆し、船長及び同乗者は自力で

付近の陸岸に移動した。 

分析 本船は、網代島北東方沖を南西進中、風に圧流されて、同島北東方

沖の水上岩付近に拡延する浅所に乗り揚げたものと考えられるが、船

長から情報を得られなかったことから、当時の操船状況を明らかにす

ることができなかった。 

原因 本事故は、本船が、網代島北東方沖を南西進中、風に圧流されて、

同島北東方沖の水上岩付近に拡延する浅所に乗り揚げたものと考えら

れる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、あらかじめ航行海域の浅瀬等の状況を調査し

ておくとともに、航行中は、岩や浅瀬から十分に距離をとって航

行すること。また、ＧＰＳプロッター等の航海計器を搭載してい

る場合は、自船の位置を確認するために有効に活用すること。 



・小型船舶の船長は、気象・海象情報から、自船の安全な航行に不

安を感じる場合には、出航を見合わせるか、速やかに帰航するこ

と。 

 


